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   こうして、今日の大学卒は、一般勤労者より、やや高い商品とし




















































































































































































































































































































































































                                                   
8 http://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/roudou/11/dl/02-2.pdf 




























































































































































































 1999 年版の中小企業白書によると、昭和 43 年(1967)から平成 9 年




図 3 企業間の時間当たり賃金格差(基準:従業員数 5000人以上の企業) 
平成 9年の調査によるもの。「中小企業白書 1999年版」より作成。 




















ているかを、従業員数 5000人以上の企業を 100 として企業規模別に表
わしたものである。 
 
図 4 企業規模別現金給与以外の労働費用 13（常用労働者 1 人 1 ヵ月平
均・5000人以上の企業を 100とした場合） 
「賃金労働時間制度等総合調査 平成 10年」より作成。 
 
                                                   



























































































































がっているか検討していく。3 章や 4 章での検討にもとづけば、特に大
企業の正規職につけたかどうかということで格差が広がっている可能性
があり、初職の職業威信スコア上の差はあまり大きくないと予測される。 





























                                                   






















就職している(吉本ら 1995: 188)。そのため大卒者の初職 18分析にあた
                                                   
























































れた学校は全て 1981 年時点でも偏差値は 45 以上ある。また「私立 3」
に含まれた学校は 1981年時点で偏差値 45以上の学校はあるが、偏差値


































 表 1から表 5は初職が大企業・官公庁の正規職である者と、そうでな
い者を、入職コーホート・学校グループ別にクロス表にしたものである。 
 
表 1 1954-1973 男性：「大企業×正規」クロス表 
 (N=170) その他 大企業× 
正規 
合計 
私立 1&国立 1 17 36 53 
 32.1% 67.9% 100.0% 
国立 2 8 39 47 
 17.0% 83.0% 100.0% 
私立 2 24 24 48 
 50.0% 50.0% 100.0% 
私立 3 11 11 22 
 50.0% 50.0% 100.0% 
合計 60  110  170 
 35.3% 64.7% 100.0% 
カイ二乗検定 13.741 p=.003  
 








表 2 1974-1991 男性：「大企業×正規」クロス表 
 (N=239) その他 大企業× 
正規 
合計 
    私立 1&国立 1 15 40 55 
 27.3% 72.7% 100.0% 
国立 2 17 40 57 
 29.8% 70.2% 100.0% 
私立 2 23 30 53 
 43.4% 56.6% 100.0% 
私立 3 39 35 74 
 52.7% 47.3% 100.0% 
合計 94 145 239 
 39.3% 60.7% 100.0% 
カイ二乗検定 9.107 p=.028  
 








ない(表 3 と表 4)。ただし女性に関してはサンプル数が不足しているセ






表 3 1992-2005 男性：「大企業×正規」クロス表 
 (N=144)  大企業× 
正規 
合計 
私立 1&国立 1 0 14 14 
 0.0% 100.0% 100.0% 
国立 2 13 29 42 
 31.0% 69.0% 100.0% 
私立 2 15 12 27 
 55.6% 44.4% 100.0% 
私立 3 41 20 61 
 67.2% 32.8% 100.0% 
合計 69 75 144 
 47.9% 52.1% 100.0% 












表 4 1992-2005 女性：「大企業×正規」クロス表 
 (N=98)  大企業× 
正規 
合計 
私立 1&国立 1 1 8 9 
 11.1% 88.9% 100.0% 
国立 2 14 16 30 
 46.7% 53.3% 100.0% 
私立 2 16 13 29 
 55.2% 44.8% 100.0% 
私立 3 21 9 30 
 70.0% 30.0% 100.0% 
合計 52 46 98 
 53.1% 46.9% 100.0% 
カイ二乗検定 10.360 p=.016 






















表 5 1992-2005 ：「大企業×正規」クロス表 
(n=242)  大企業× 
正規 
合計 
    私立 1&国立 1 1 22 23 
 4.3% 95.7% 100.0% 
国立 2 27 45 72 
 37.5% 62.5% 100.0% 
私立 2 31 25 56 
 55.4% 44.6% 100.0% 
私立 3 62 29 91 
 68.1% 31.9% 100.0% 
合計 121 121 242 
 50.0% 50.0% 100.0% 
カイ二乗検定 36.28 p=.000 
 
また同調査において、「国立Ⅱ・公立 22」「私立Ⅱ 23」「私立Ⅲ 24」の企
                                                   
22 国立Ⅰ以外の国公立大学 


























                                                                                                                         
24 (偏差値 46以下) 































表 6 1954-1973入職 男性 
 モデル 1** モデル 2** モデル 3** 
 exp. exp. exp. 
定数 1 0.909 0.065 
私立 1&国立 1 2.118 3.307+ 3.786 
国立 2 4.875** 8.445* 9.088* 
私立 2 1 1.02 1.382 
父職業威信  1.005 1.015 
父大企業  2.115 2.647* 
父教育年数  0.938 0.909 
15 歳時成績   1.673+ 
都市圏   1.043 
理系   1.672 
N 170 121 118 
Nagelkerke R2 乗 0.111 0.205 0.259 
-2 対数尤度 206.434 135.597 126.644 












表 7 1974-1991入職 男性 
 モデル 1** モデル 2+ モデル 3 モデル 4-1+ 
 exp. exp. exp. exp. 
定数 0.897 3.963 1.926 1.72 
私立 1&国立 1 2.971** 2.332+ 2.225 2.663+ 
国立 2 2.622** 2.579+ 2.889+ 3.599* 
私立 2 1.453 1.312 1.187 1.738+ 
父職業威信  0.977 0.979 0.975 
父大企業  1.92+ 2.051+ 1.95+ 
父教育年数  0.979 0.976 0.981 
15 歳時成績   1.007 1.026 
都市圏   1.865 1.737 
理系   1.622 1.616 
N 239 167 166 166 
Nagelkerke R2 乗 0.064 0.085 0.114 0.119 
-2 対数尤度 308.839 207.409 201.601 201.026 
** = p<0.01, * = p<0.05, + = p<0.1 
 
次に 1974-1991コーホート(表 7)について、まずモデル 1から 3に着
目してみると、変数を投入していくうちにモデル自体が有意でなくなっ
てしまった。この時期に入職したコーホートについては、ここで投入し









表 8 1992-2005入職 男女 
 モデル 1** モデル 2** モデル 3** モデル 4-2** 
      exp. exp. exp. exp. 
定数 0.468** 0.487 0.213 0.146 
私立 1&国立 1 47.034** 41.962** 37.941** 43.212** 
国立 2 3.563** 3.846** 3.871** 4.233** 
私立 2 1.724 1.722 1.809 2.014 
父職業威信  0.995 0.999 0.999 
父大企業  1.93+ 1.81+ 1.911+ 
父教育年数  0.988 1.001 1.007 
15 歳時成績   1.152 1.146 
都市圏   1.158 1.101 
理系   0.67 0.551 
性別    1.68 
N 242 182 179 179 
Nagelkerke R2 乗 0.208 0.237 0.244 0.257 
-2 対数尤度 294.389 216.737 211.896 209.874 
** = p<0.01, * = p<0.05, + = p<0.1 
 
 最後に 1992-2005 コーホートだが、他の変数を投入しても「私立 1&
































表 9 コーホート分析 大企業×正規職 
 B Exp(B) 
私立 1&国立 1 3.821** 45.63** 
国立 2 1.394** 4.031**  
私立 2 0.697+ 2.008+  
父職業威信スコア -0.013 0.987  
父大企業 0.637** 1.891**  
15 歳時成績 0.126 1.135  
性別 0.389 1.476  
1954-1973 入職 0.771 2.161  
1974-1991 入職 0.85* 2.339*  
私立 1&国立 1×1954-1973 入職 -2.981* 0.051*  
国立 2×1954-1973 入職    
私立 2×1954-1973 入職    
私立 1&国立 1×1974-1991 入職 -2.979** 0.051**  
国立 2×1974-1991 入職    
私立 2×1974-1991 入職    
定数 -1.174 0.309 
N 505  
Nagelkerke R2 乗 0.192   
-2 対数尤度 608.483  

































                                                   

















 B B B B 
定数 38.858** 34.581** 34.156** 36.704** 
私立 1& 
国立 1 
1.818 2.306 2.665 5.62 
国立 2 7.085** 4.184* 6.999** 2.617 
私立 2 2.701 -1.412 3.424 1.08 
父職業 
威 信 ス コ
ア 
0.129* 0.19** 0.14 0.121 
理系 7.252** 10.949** 8.143** 7.626** 
15 歳成績 1.023 1.183 1.754* 2.111* 
N 149 214 127 92 
調整済み
R2 乗 
0.209 0.326 0.302 0.277 










私立 1&国立 1 4.082* 
国立 2 5.165* 
私立 2 2.59+ 
父職業威信スコア 0.134* 
理系 8.265** 
15 歳成績 1.893** 
性別 -1.09 
N 219 
調整済み R2 乗 0.294 
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表 12 1954-1991年入職コーホート 女性 
(N=100) その他 大企業×正規 合計 
私立 1&国立 1 10 8 18 
 55.60% 44.40% 100.00% 
国立 2 14 20 34 
 41.20% 58.80% 100.00% 
私立 2 21 18 39 
 53.80% 46.20% 100.00% 
私立 3 6 3 9 
 66.70% 33.30% 100.00% 
合計 51 49 100 
51.00% 49.00% 100.00% 
pearsonのカイ二乗検定 2.473 p=0.48  













                                                   




 また職業威信スコアの変化をみると、特に「私立 2」と「私立 3」には
変化がみられた。 
 
図 5 「私立 2」女性 職業威信スコア 
 















































図 6 「私立 3」女性 29 職業威信スコア 
 
 「私立 3」の女性は、1974-1991 入職コーホートのサンプル数が少な
いが、それでも 1992-2005 入職コーホートは事務職や外交員など、「企
業化」した傾向がある。(図 6)どちらの結果からも、大卒女性が事務職に
進出してきたことがわかる。しかし「国立 2」(図 7)と「私立 1&国立 1」
(図 8)の様子はやや異なっていた。 
                                                   















































図 7 「国立 2」女性 職業威信スコア 
 































































































































































































































































































図 12は「私立 1&国立 1」の男女別の職業威信スコアの分布である。 
 



















































図 13 1992-2005入職 男女別「私立 2」職業威信スコア 
 
 一方図 13の「私立 2」の分布はやや「私立 3」に近いものになってい
るが違いも見られる。「私立 2」の男性は「私立 3」の男性同様外交員に
もなっているが、高威信の技術職・教員の方にもやや分布しているよう
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補表 1 変数の記述統計 
 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
初職開始年 763 1957 2005 1984.14 12.73905 
移行期間 763 -2 5 0.2752 0.80043 
卒業年齢 763 21 27 22.57 0.931 
初職職業威信 749 36.7 90.1 55.1633 9.92375 
大企業×正規 739 0 1 0.5792 0.49403 
国立１＆私立１ 669 0 1 0.1973 0.39827 
国立２ 669 0 1 0.2706 0.44458 
私立２ 669 0 1 0.2422 0.42871 
私立３ 669 0 1 0.29 0.45409 
父職業威信 661 36.7 90.1 56.2481 10.41188 
父の主な職の企業規模 604 0 1 0.4586 0.4987 
父教育年数 678 6 18 12.0546 3.33704 
１５歳成績 751 1 5 3.8695 0.89235 
性別 763 0 1 0.844 0.36306 
理系ダミー 737 0 1 0.3351 0.47236 
地域ダミー 669 0 1 0.6547 0.47582 
1954-73 入職 763 0 1 0.2503 0.43349 
1974-91 入職 763 0 1 0.3735 0.48406 
1992-2005入職 763 0 1 0.3761 0.48474 
私立 1&国立 1 
×1954-1973入職 
745 0 1 0.0711 0.25723 
国立 2×1954-1973入職 745 0 1 0.0644 0.24568 
私立 2×1954-1973入職 745 0 1 0.0658 0.24805 
私立 1&国立 1 
×1974-1991入職 
726 0 1 0.0771 0.26699 
68 
 
国立 2×1974-1991入職 726 0 1 0.0813 0.27343 
私立 2×1974-1991入職 726 0 1 0.0771 0.26699 
国立 1＆私立 1 (1981 年) 669 0 1 0.2347 0.42411 
国立 2 (1981 年) 669 0 1 0.2706 0.44458 




補表 2 1950-1973 男性 初職正規 
(N=165) 非正規 正規 合計 
私立 1&国立 1 4 47 51 
 7.80% 92.20% 100.00% 
国立 2 1 46 47 
 2.10% 97.90% 100.00% 
私立 2 0 44 44 
 0.00% 100.00% 100.00% 
私立 3 0 23 23 
 0.00% 100.00% 100.00% 
    合計 5 160 165 










補表 3 1974-1991 男性 初職正規 
(N=241) 非正規 正規   合計 
私立 1&国立 1 2 54 56 
 3.60% 96.40% 100.00% 
国立 2 4 54 58 
 6.90% 93.10% 100.00% 
私立 2 0 54 54 
 0.00% 100.00% 100.00% 
私立 3 2 71 73 
 2.70% 97.30% 100.00% 
合計 8 233 241 
 3.32% 96.68% 100.00% 
 
補表 4 1992-2005 男性 初職正規 
(N=140) 非正規 正規 合計 
私立 1&国立 1 0 14 14 
 0.00% 100.00% 100.00% 
国立 2 6 36 42 
 14.30% 85.70% 100.00% 
私立 2 4 24 28 
 14.30% 85.70% 100.00% 
私立 3 11 49 60 
 18.30% 81.70% 100.00% 
合計 21 123 144 






補表 5 1992-2005 女性 初職正規 
(N=100) 非正規 正規 合計 
私立 1&国立 1 0 9 9 
 0.00% 100.00% 100.00% 
国立 2 5 27 32 
 15.60% 84.40% 100.00% 
私立 2 6 22 28 
 21.40% 78.60% 100.00% 
私立 3 6 25 31 
 19.40% 80.60% 100.00% 
合計 17 83 100 
 17.00% 0.83% 100.00% 
 
補表 6 1992-2005 男女 初職正規 
(N=244) 非正規 正規 合計 
私立 1&国立 1 0 23 23 
 0.00% 100.00% 100.00% 
国立 2 11 63 74 
 14.90% 85.10% 100.00% 
私立 2 10 46 56 
 17.90% 82.10% 100.00% 
私立 3 17 74 91 
 18.70% 81.30% 100.00% 
    
合計 38 206 244 










私立 1&国立 1 13 39 52 
 25.00% 75.00% 100.00% 
国立 2 7 40 47 
 14.90% 85.10% 100.00% 
私立 2 24 24 48 
 50.00% 50.00% 100.00% 
私立 3 11 11 22 
 50.00% 50.00% 100.00% 
    合計 55 114 169 
 32.54% 67.46% 100.00% 
 




私立 1&国立 1 13 42 55 
 23.60% 76.40% 100.00% 
国立 2 15 42 57 
 26.30% 73.70% 100.00% 
私立 2 23 30 53 
 43.40% 56.60% 100.00% 
私立 3 38 36 74 
 51.40% 48.60% 100.00% 
    合計 89 150 239 








私立 1&国立 1 0 14 14 
 0.00% 100.00% 100.00% 
国立 2 9 32 41 
 22.00% 78.00% 100.00% 
私立 2 12 13 25 
 48.00% 52.00% 100.00% 
私立 3 37 23 60 
 61.70% 38.30% 100.00% 
    合計 58 82 140 
 41.43% 58.57% 100.00% 
 




私立 1&国立 1 1 8 9 
 11.10% 88.90% 100.00% 
国立 2 10 19 29 
 34.50% 65.50% 100.00% 
私立 2 12 16 28 
 42.90% 57.10% 100.00% 
私立 3 19 11 30 
 63.30% 36.70% 100.00% 
    
合計 42 54 96 








私立 1&国立 1 1 22 23 
 4.30% 95.70% 100.00% 
国立 2 19 51 70 
 27.10% 72.90% 100.00% 
私立 2 24 29 53 
 45.30% 54.70% 100.00% 
私立 3 56 34 90 
 62.20% 37.80% 100.00% 
    合計 100 136 236 


















補表 12 交互作用項を中心化したコーホート分析 大企業×正規職 
 B Exp(B) 
私立 1&国立 1 1.973** 7.194** 
国立 2 1.228** 3.413**  
私立 2 0.309 1.362  
父職業威信スコア -0.013 0.987  
父大企業 0.637** 1.891**  
15 歳時成績 0.126 1.135  
性別 0.389 1.476  
1954-1973 入職 0.035 1.036  
1974-1991 入職 -0.025 0.975  
私立 1&国立 1×1954-1973 入職 -2.981* 0.051*  
国立 2×1954-1973 入職    
私立 2×1954-1973 入職    
私立 1&国立 1×1974-1991 入職 -2.979** 0.051**  
国立 2×1974-1991 入職    
私立 2×1974-1991 入職    
定数 0.133 1.143 
N 505  
Nagelkerke R2 乗 0.192   
-2 対数尤度 608.483 








補表 13 コーホート分析 初職職業威信スコア 
 B 
定数 39.087** 
私立 1&国立 1 2.788* 
国立 2 5.277** 
私立 2 1.155 




1954-1973 入職 0.572 
1974-1991 入職 0.122 
私立 1&国立 1× 
1954-1973 入職 
-2.152 
国立 2×1954-1973 入職 1.55 
私立 2×1954-1973 入職 0.409 
私立 1&国立 1× 
1974-1991 入職 
-2.233 
国立 2×1974-1991 入職 -0.962 
私立 2×1974-1991 入職 -4.037+ 
N 582 
調整済み R2 乗 0.289 








補表 14 1954-1991入職コーホート 女性 初職正規 
 非正規雇用 正規雇用 合計 
私立 1&国立 1 5 16 21 
 23.80% 76.20% 100.00% 
国立 2 6 28 34 
 17.60% 82.40% 100.00% 
私立 2 6 37 43 
 14.00% 86.00% 100.00% 
私立 3 3 7 10 
 30.00% 70.00% 100.00% 
合計 20 88 108 
 18.50% 81.50% 100.00% 
カイ二乗 1.874 p=0.599 
2セル (25.0%) は期待度数が 5未満。最小期待度数は 1.85。 
 
補表 15 1954-1991入職コーホート 女性 初職企業規模 
 中小企業 大企業 合計 
私立 1&国立 1 6 11 17 
 35.30% 64.70% 100.00% 
国立 2 10 24 34 
 29.40% 70.60% 100.00% 
私立 2 17 22 39 
 43.60% 56.40% 100.00% 
私立 3 4 5 9 
 44.40% 55.60% 100.00% 
合計 37 62 99 








補図 1 職業威信スコアの分布の変化 女性 
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